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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】冬作に備える佐古ダム（近田昌樹）
　佐古ダムは愛媛県「道前道後平野農業水利事業」によって造られたダム。雨が少なく有力な河川に恵まれないところへの水利を図る。
面河（おもご）ダムの水利権がない冬季の道後平野へ灌漑用水を供給する。冬季，農業用水の専門に特化したダムだ。
　道後平野では水田の裏作がある。伝統の麦作に加えてタマネギなどの野菜栽培も盛んだ。佐古ダムの用水は秋 10 月 7 日から春 6月 5
日まで利用される。したがって原則として使用開始日には満水を湛えてスタートする。
　写真はその直前の様子だろう。大雨が降ればダムの貯水量が一定量を超え，堤体上部の洪水吐を乗りこえて排水される。写真の洪水吐
の向こう下にはジャンプ台のアプローチのような導水路が急勾配で見えるはずだ。
　待機するダムの表情が人間らしい。スタートの号砲を待つ緊張感も漂っていて私も少し緊張した思いになる。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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